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令和 6 年度 現地研修会 高知石灰石鉱山緑化地の視察 

 

目次 

令和 6 年度 現地研修会 高知石灰石鉱山緑化地の視察 ......................................... 1 

1．目的 .................................................................................. 1 

2．行程 .................................................................................. 1 

3．参加者 ................................................................................ 1 

4．令和 6 年度日本緑化工協会現地研修会レポート ............................................ 2 

1） 日本鉱業㈱鳥形山鉱山 ............................................................... 2 

2) 四国鉱発㈱白木谷鉱山 ................................................................. 2 

3) 牧野植物園 ........................................................................... 4 

4) 付記 1：長井 (ロンタイ(株)) ......................................................... 4 

＜参考＞ グラベル緑花化工法                                理事長･技術委員長 中野裕司 6 

 

 

 

1．目的 

硬質岩盤法面である石灰石残壁の緑化地、雑鉱石堆積盛土の緑化地の視察。 

 

2．行程 

10/23(水) 

 11:00     高知龍馬空港到着ロビー集合の後、移動 

14:30～16:30  日鉄鉱業(株)鳥形山鉱山見学、 

19:00～21:00  情報交換会 白木谷鉱山宮地氏参加 

10/24(木) 

8:00       宿泊地出発 

8:30～11:30   四国鉱発(株)白木谷鉱山（高知県南国市白木谷 916）を見学 

12:00～15:00   高知県立牧野植物園 昼食、園内視察 

   15:30      高知空港解散 

 

3．参加者 

 14 名 
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4．令和 6 年度日本緑化工協会現地研修会レポート 

  高知県、石灰石鉱山の緑化に関する現地研修 

訪問地：日鉄鉱業㈱鳥形山鉱山／四国鉱発㈱白木谷鉱山／牧野植物園 

 

ロンタイ(株)関東支店 和田象理 

1） 日本鉱業㈱鳥形山鉱山 

鳥形山鉱山の承認が得られないので割愛。 

 

2) 四国鉱発㈱白木谷鉱山 

高知県南国市に位置する石灰石の鉱山。前述の鳥形山に比べるとスケールは小さいが、緑化復旧という

点では大変興味深い取り組みをしているということで、見学。前日の鳥形山では緑化の見学ができなかっ

たため、一層楽しみである。当日は白木谷鉱業所の宮地克也次長にご案内頂いた。 

具体的な緑化手法について、詳細は添付資料「四国鉱発㈱参考資料（論文）」「四国鉱発㈱現地研修会し

おり」に詳しいが、基本的には近隣にて採取したドングリの埋め込み（ドングリを適期に浸水させて発根

したものから植え込んでいく）が主体であり、補助的に西洋芝の種散布（手播き）、自生植物の苗化と植え

付け、それ以外でも良さそうと思ったことはとにかく試す、というかたちで進められている。宮地氏は「白

木谷方式」と呼んでいたが、商業的に「工法」と呼ぶには長年の創意工夫が詰まりすぎており（当然良い

意味で）、状況に応じた臨機応変さも重要となるため、そのままのフレームでは、公共事業においては到底

再現できそうにない。反面、鉱山のように、長い年月をかけられる、常に管理可能な人員が居る、コスト

は抑えるほど良い、という条件下においては、極めて実践的且つ効果的な手法であると感じる。これをい

かに標準化し、広く転用していくか、という部分に民間企業の介在価値があるが、アイデア次第で十分収

益化できそうなポテンシャルを感じる。 

 

  

左：緑化復旧が実施されている盛土法面。手前側は盛り立て直後で未着手。下段ほど古く、この場所の

最古で 8 年程度経過。 

右：ドングリ植え込み箇所。ドングリと共に堆肥に種子（西洋芝）を混ぜて埋めるので、写真のように

西洋芝の生育も確認できる。周りに置かれた石はマルチングであり、夜間石が冷えると蒸発散水を

結露させ根の周りの保水性を上げる効果がある。 

 

(スペインのケスタ地形の乾燥地では、ブドウの木の根元に石を置き結露を活用しているところもあり、韓
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国の禿げ山緑化では、石の小便と称され、乾燥地緑化の重要な手法として活用した。参考で詳述す：中野。) 

 

  

左右：事務所付近に保管されているドングリや自生植物を苗化したもの。周辺から採取したものや草刈

り残渣等をかなり大雑把に苗化しているが、これはこれで多様な植物が得られている。鉱山に限らず、地

域性植物の活用として、このくらいの解像度で取り組むものがあっても良いような気がする。 

 

緑化対象は基本的に鳥形山と同様、採掘によって発生した不要石礫の埋め立て盛土が対象となっており、

取り組みを始めた 16 年前の箇所においては既に自然林と呼べるほどの多様で健全な樹林状態が形成され

ている。この箇所については宮地氏が一人で昼休みの時間を使いながらコツコツとドングリ植え込み作業

をしていたというから驚きである。ここでの成果を論文というかたちに纏めて石灰石鉱業協会賞を受賞し

たところから、会社から一定の評価を得、経費も多少はでるようになり、現在では宮地氏が立てた計画を

もとに業者に委託して作業を実施している。そうはいっても会社からの評価は乏しく、宮地氏曰く「今す

ぐこれを辞めたところで会社は何も思わない」ということらしい。緑化業界に居る身からすれば、たいへ

んな技術と功績だと思うが、鉱山というスケールから考えれば、気にも留めないということなのかとも思

うが、宮地氏によれば鉱山によっては真剣に考えているところもあるし、何千万という予算をかけている

ところもあるのだとか。 

 

  

左右：初期実施の緑化状況。多様な植物が混在し、密度もちょうど良い。こうした多様化については手

法の良さもあるが、土質が悪い（基本が石礫なので）ことによって“大きくなり過ぎない”ことも重要な

ファクターといえるらしい。これはこれで鉱山における緑化の観点として重要。 
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前述の通り、こうした貴重な技術（考え方も含めて）を協会や我々民間企業がしっかりと認識し、応用

可能な技術として水平展開していくことが重要と言える。時間的、管理的制限の厳しい公共事業に比べる

と“できること”の自由度は高く、それだけに緑化技術者のノウハウ、知見が活かせる分、単純に「工法

化」「製品化」というだけでなく、数年契約のコンサルティング的に、一定範囲の緑化実現と緑化技術を備

えた社員育成を成果物としてマネタイズする方法もあ

り得ると思う。個人的には一企業というよりは協会と

して「鉱山緑化部会」のようなものを作り、緑化技術、

施工能力、製造能力、全国的なネットワーク等を参画

業で補完しあいながら実行していく方が実現性は高い

とも感じる。 

 

高知県準絶滅危惧種のヒメヒゴタイを増やしてい

る。貧栄養土壌で生育する植物で、集積場周辺には多

くの花が咲き乱れていた。 

 

3) 牧野植物園 

高知県が生んだ「日本の植物分類学の父」牧野富太

郎博士の業績を顕彰するため、1958 年に開園。正門ま

でに設置された「土佐の植物生態園」は中野理事長の

ご友人の設計という。興味が尽きない広大な植物園で

あったが、雨天と時間的な問題から、一部しか見学で

きなかった。 

白木谷鉱業所の宮地次長はこちらの植物園で勉強

されたとのこと。 

4) 付記 1：長井 (ロンタイ(株)) 

 協会現地研修会は２年ぶりの開催となった。 

 石灰鉱山の緑化に大きな期待をしていなかったが、新しい発見が多く、大変勉強になった。論文や講

演ではなく、現地で実際に見て感じることの重要性を痛感する。 

 お世話になった日鉄鉱業㈱鳥形山鉱業所の郡山様、四国鉱発㈱白木谷鉱業所の宮地様、そして見学会

を企画して頂いた国土防災技術㈱の都築様、ありがとうございました。今後も現地研修会が継続して企画

され、多くの参加者（特に若手技術者）が集まることを期待しております。  （ロンタイ(株)永井拝） 

5．付記 2：中野･技術委員長 

 緑化工については屁理屈よりも現場でできるか否かが重要であり、そのためには現場、現場周辺を観

察し、如何に理解できたかが問題となる。この点で、宮地氏の観察そしてトライライアンドトライの白木

谷方式は多いに刺激的であり、参考になったものと考える。 

 このような現場は若手にこそ見てもらいたいものだ。 

 現在の緑化工技術は農業、そして生物多様性保全が始まってからは応用生態･遺伝子分析技術にもとづ

く常識？的な発想から抜けでいる。この点で白木谷方式は目に鱗だったと思う。 

 緑化に土が必要ということは農学、1年で作物を育て収穫するという学問･産業の刷り込みに過ぎない。

山を歩けば理解できることだが、雲霧帯、谷筋など水分環境の良好なところでは巨石、岩盤の上に樹木は
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生育し、急勾配岩盤斜面では岩盤の割れ目に根系を侵入させ手定着した樹木の周りにレスなどが貯まり、

土壌が形成され樹木に支えられてぶら下がっていることを観察できる。緑化工の成否は水分環境に係って

いるのであり、土壌、養分は副次的なものと理解することが必要だろう。 

 白木谷方式は主に岩ズリ盛土(無土壌地)に実施されているが、これは密に割れ目の発達した岩盤に例

えることのできるものであり、岩盤割れ目の水分を吸収できる条件であるならば、遷移の進んだ段階に出

現するというシイ･カシ類であっても活着できることを実証したという点で刮目すべきものがある。 

  

岩ズリ盛土断面 巨石の表面を礫で被覆      種子の埋込 間隔 0.8m 

 

 白木谷方式は岩盤切土法面、掘削法面の割れ目の発達した箇所でも実施しており、土壌養分の少ない

分生長が遅い状態となるのであって、このような植生状態から低木状のまま次第に緑被面積を広げて行く

ものと考えられる。低木的な形態での法面を緑化･被覆して行くという点では落石など安全上からも好まし

いものであり、硬質岩盤地の自然植生は同様な状態となっており、自然に即したものといえる。 

  

樹林回復地の林床 南面 礫が残存        北面 水分環境が良好、土壌化 

  

残壁上部の定着･生長状況            定着しているが、生長は遅い 

急勾配硬質岩盤法面の緑化はこれで良い、時間の経過と共に緑化･被覆が進む 
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＜参考＞ グラベル緑花化工法 

                               理事長･技術委員長 中野裕司 

 

 石礫岩石地の緑化の参考となると考えるので、中野の開発した砕石を植物生育基盤として用いる工法

を紹介しておこう。先行する技術として、アスファルト破砕物やコンクリート破砕物をバーク堆肥などと

混合し吹付け、法面上に植物生育基盤を造成する工法を開発していた。1980 年後半ころからゼロエミッシ

ョンが叫ばれたことにより開発したものだ。 

 丁度そのころ、ワイルドフラワーを用いた修景緑化工法が提唱され流行りだした。ワイルトフラワー

種子を播種しても短期間で雑草に覆われ、失敗するために考案したものだ。 

 排水性の良好な植物生育基盤を造成することで、無管理･省管理で持続的にワイルドフラワーが開花し

続けることができるようにした工法だ。 

 養水分に富む植物生育基盤を造成し、ワイルドフラワーの種子を播種しても、養水分に富む立地環境

を好む雑草に被圧され、花が咲いても隠されてしまうこととなる。このため雨の多い我が国の中に砂漠的

な環境を造り出そうと、あえて乾燥･貧養な植物生育基盤を造成した。砂漠に雨が降るとたちまちの内にお

花畑が出現するが、そのような景色を作ろうと思ったのだ。日本緑化工学会都市緑化技術部会･成果報告発

表要旨 4 号(1995)、第 27 回研究発表会(1996)などで報告している。 

 

 

 

方法は、7 号砕石を 5～10cm 敷き均し、良質なバーク堆肥にワイルドフラワー種子を混合し表面が薄黒

くなる程度に散布し、その後、レーキで表面をかきならすようにし、砕石の下に土壌分と種子を落とし、

表面の砕石をマルチとした状態とする。砕石が日中日光で熱くなるが、夜間冷えることにより結露し砕石

内部は湿潤を保たれるために、草花種子は発芽･生長･開花し、砕石マルチによる雑草の侵入･定着が抑えら

れるため、メンテなしで持続的に草花群落を造成することができる。平地のみではなく、屋上緑化にも応

用した。 

 開発は中央分離帯などある程度の面積での施工を想定したため、7 号砕石を敷き均した後、客土吹付を

行い、水が引いた後にレーキなどでかき落とすものしていたが、屋上緑化は小面積なので手撒きへと切り

替えた。 

白木谷方式は、トライエンドトライの結果、グラベル緑花工法と同様の方向へと進み、成果を得られた

ものといえる。 

砕石を植物生育基盤として活用する方法の発展バージョンが東邦レオ(株)のパワーミックス、グラスミ

ックス、J ミックスであり、この工法の開発、特許化にかかわった。緑化工は、発想の転換によりまだまだ

様々な可能性があると考えられる。その発想は、自然、現場の観察に求めることができる。 

 グラベル緑化工法は、特許が切れたため樹木医仲間など造園業界に紹介したが、無土壌、砕石で植物

を生育させるという発想への切替は困難なようで、なかなかとり組んでくれる人がなかったが、神戸で取
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りかかってくれる人が現れた。 

参考として FB(フェイスブック)の投稿をコピペしておこう。 

 

グラベル緑化工法 実施状況 2025 

   

グラベル緑花工法 出芽状況 
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1 シーズン目 



 

9 

 

 

 

 

2 シーズン目 
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黒田さんとしておりますが、神戸大名誉教授、

現･神戸市副市長。 
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以上 




